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<研究概要>

A)霊長類脳内生理活性物質一分布特性と発生 ･発達 ･加

齢

林 基治 ･森 琢磨 ])･肺水壁子 ･伊藤麻里子 2)

(1) ニホンザルの海馬における脳由来神経栄弟因子

(BDNF)の加齢変化を,免疫組織化学法を用いて調べた｡

その結果,歯状回の類粒細胞,cA3,CAlおよび海馬台の

錐体細胞において,老齢期 (26,30,32歳)のサルでは

成熟期 (10,12歳)のサルより顕著に BD如 畳が減少し

ていた｡ CA2の錐体細胞の BDI『量は減少しなかった｡

BDNFは脳の可塑性や記憶 ･学習に関与する重要な脳内機

能分子である｡したがって脳内のBDNFの減少が,老齢サ

ルの記憶 ･学習能力の低下を引き起こす可能性が考えら

れる｡現在,前頭前野についてもBDNFの加齢変化を調べ

ている｡

(2)マカクサルの中枢神経系におけるBDNFとNT4/5

の分布と発達をELISAを用いて調べた｡その結果,BDNF

は鯨馬に最も多く,また大脳皮質の中では前頭連合野,

頭頂連合野,側頭連合野に視覚野の約 2倍存在 した｡一

方NT4/5は小脳に多く,また大脳皮質にはBDNFの約 1/5

しか存在しなかった｡また発達過程を調べると,BDNFは

シナプス形成期の生後2-6ケ月に最も多く,一方,NT4/5

はソマ トスタチンの多い胎生 140日に最も多かった｡発

達期のマカクサルの大脳皮質において,BDNFはシナプス

形威に, NT4/5はソマ トスタチンの発現に関与している

ことが示唆された｡

B)イオンチャネルの開閉機構

目片文夫

細胞膜に存在し,細胞内外の電位差の保持の役割を

するイオンチャネルの開閉がいかなる機構により行われ

るかは,現在の怒気生理学上の最大の注目点である｡本

機構の解明のために,パッチクランプ法による平滑筋細

胞膜 MaxiKチャネル単一馬流の解析を行っている｡

C)忠長叛の生苑リズムの発現に関する研究

河水慶子 ･伊藤麻里子 2)･林 基治

(I)各種歪長類の成長に伴 う性腺系の変化および季

節繁砥リズムの発現機構を知る目的で,視床下部一下垂体

-性腺系にB'･目し,胎生期から性成熟に連するまでの血中

生苑関連ホルモン動態を調べた｡本年度はチンパンジー

とニホンザルにおいて,繁残期,妊娠期のインヒビン,

アクチビンの血中勤憶を調べ,インヒビンA及び Bとア

クチビン,また他の生宛関連ホルモンとの連関について

明らかにした｡さらにレプチン,リラキシン動態につい

ても検索をおこなった｡また,併せて視床下部,下垂体,

性腺,胎盤の組織学的解析を行った｡

(2)マカクザルおよび類人猿の尿,糞を用いて,坐

苑関連ホルモンを測定した｡尿,糞中プロジェステロン

及びエス トロジェン,テス トステロン,コルチゾールに

加え,尿中mCG,FSHの測定をおこない,マカタとチンパ

ンジー,オランウータン,ゴリラのホルモン動憶を明ら

かにした｡

(3)メスマカクザルの育児行動や母子間関係と生殖

関連ホルモン動態,また,オスザルの社会関係と生殆関

連ホルモン動態を調べ.ホルモンと行動との連関を検討

した｡

(4)ニホンザルの卵巣および捕ま削こおける神経栄養

因子NGFおよびそのレセプターTrkA.p75LNGFRの局在を

免疫組織化学的に調べた｡NGFは卵胞のm粒膜細胞,那

胞膜細胞に,TrkA.p75LNGFRは卵胞の頂粒膜細胞と間質

細胞に局在が観察された｡

(5)マカクザル脳,性腺におけるステロイ ドレセプ

ターの局在を免疫組織化学的に調べた｡内分泌動憶と合

わせ,マカクザルの内分泌系ゐ特徴を検討 している｡

D)内分泌撹乱物質と生殖生理

清水慶子 ･伊藤麻由子 2)･林 基治

内分泌投乱物質の一種といわれる植物性エス トロゲ

ン様物質がマカクザルの生殖 リズムおよび胎児に及ぼす

影響について内分泌学的,解剖学的に調べた｡

1)大学院生 2)教務補佐員
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遺伝子情報分野

竹中 修 ･平井啓久(兼任)･中村 伸 ･浅岡一雄

<研究概要>

A)DNA分析による霊長類の系統解析

竹中 修 ･リナ=H=ステイヤジ])･堀尾由紀子 2)

ミトコンドリアDNAには進化速度を異にする領域が

あり,群内の個体差の検出から種間系統関係まで,対象

の霊長類のどの側面を解析するかにより使い分けること

が可能である｡チ トクロームb迫伝子の塩基配列比較に

よるスラウェシマカク7種およびブタオザルの系統関係

の解析を終え現在投稿中である｡また中部スラウェシの

トンケアナと-ツキの雑種形成地帯計 8群の試料につい

て,ミトコンドリアD-Loop領域およびY典色体の迫伝子

の塩基配列を決定した｡ミトコンドリアでは雑種地帯の

タイプは-ツキであることが明らかとなり,Y染色体上

の遺伝子は-ツキタイプと混合型であった｡

また名古屋文理大学竹中晃子氏との共同研究で高脂

血症のマカクについて脂質代謝の盃要な因子LDLR,およ

びグロビン迫伝子領域に入 り込んだプロセス ト迫伝子

pl17について迫伝子郎折を行った｡

B)盃長類の染色体進化に関する研究

(1)平井啓久 ･松林清明 3)

介在C-バンドやテロメア配列のゲノム内分布がヒト

とチンパンジーの間で異なる生物学的意義を探るため,

チンパンジーの減数分裂の特性とキアズマ頻度を解析し

た｡

(2)平井啓久 ･平井百合子 2)･川本 芳4)･遠藤秀樹 5)

･木村順平6)
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